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Abstract 

To c1arifシthehistory of the development of therapeutic recreation research in the USA， this 

paper is limited to a study beginning between the dawn of human history and the Middle Age. It is 

based on a book by Carter， et.al. (2003) and 4 earli巴rbooks (Frye， et. al.， 1972; Kraus， 1973; Avedon， 

1974， O'Morrow， 1976). From an examination of these books， it was found that 4 earlier books 

contained contents in which Carter's lacked. It is therfore important to aηive at inforrnation that is 

undisputable and Ulliversally agreed upon in order to make c1ear the history of the development of 

th巳rapeuticrecreation research in America. 

1.問題設定

セラピューティックレクリエーションについて

取り上げた論文を CiNiiで検索したところ、実践

に関わる研究がほとんどであり、そのなかで唯

一、茅野(1987)1)のみが、その時点でのセラ

ピューティックレクリエーションに関する研究動

向を整理したものであった。ただしそこでは、定

義に関する典拠として、アメリカ文献のアベドン

(1974)ヘオモロウ (1976)ヘクラウス(1978)ヘ

ケリーら(不詳)5) を取り上げており、日本レク

リエーション学会内での論文では、「史学的領域

はなかった」と結論づけている O また、訳本とし

て、いずれも今井毅の手になるホーン(1976)6) 

及びオモロウ(1976)7)を挙げている O

アメリカにおける近年のセラビューティックレ

クリエーションに関する概説書には、カーター他

l 鹿児島国際大学 The lnternational University ofKagoshima 

(2003)ペディーザー (2008)ヘケンシンガー

(2009)削の 3点において歴史に関する叙述を見

出すことができた。そのうちカーター他 (2003)

の叙述が最も詳細な内容を取り上げていることが

わかった。

デイーザー (2008)は、歴史の叙述を 1700年代

から始め、セラビューティックレクリエーション

の歴史を学ぶ意義として、次のように述べている O

セラピューティックレクリエーション指導者が、

50年以上の問、療法及び余暇というこつの極端

な志向性に分極化し、原理上の闘争を行ってきた

ことで、専門的立場を損なってきたため、その誤

りを繰り返すことを防止し、成功に学び、今日の

専門職の自己認識を培うことに有用であると凶。

ケンシンガー (2009)は、専門職の起源として、

古代文明において存在していた原則及び考えに関
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連した様々な専門分野(例:教育、哲学、売春、

医学、看護、ソーシャルワーク、レクリエーショ

ン)に遡ることができると述べているO 彼女はま

た、エリオット・アベドンの 1974年の教科書に

依拠して、 19世紀半ばにフイリップ・ピネル及

びW・A・F'ブロウンが、治療におけるレクリエー

ションの価値を認識したこと、またそれと同時期

にフローレンス・ナイチンゲールも、看護におけ

るレクリエ一シヨンの日的的活用を導入したこと

をその始まりとして挙げている l凶2引)

この2人のように、セラピューティックレクリ

エーションの歴史の始まりを 19世紀半ばか、あ

るいは 18世紀初めというごく新しい時期に求め

るだけでは、レクリエーションが療法的に活用さ

れてきた歴史的淵源の古さを認識するには不十分

であり、また今日のセラビューティックレクリ

エーション専門職が様々な療法を司る立場にある

ことの背景の理解には到らないであろう。

カーター他 (2003)は、 1970年代初めのアメリ

カにおけるセラピューティックレクリエーション

研究の草創期に作成された教科書として、 5点の

著書(フライ他， 197213);クラウス， 197314) ;ァ

ベドンラ 19742);オモロウラ 197615);ガン f也，

1978川を挙げている l九これらのうち、ガン他

(1978)には、全く歴史的叙述がないので検討対

象から除外し、それぞれとカーター他 (2003) 自

体における歴史的発展経過の叙述を比較検討して

みたい。今井によって翻訳されたオモロウの著作

は、 4点のなかで最も遅い時期に書かれたもので、

先行する 3点の叙述を踏まえた内容であり、大筋

の歴史を効率的に理解するには適切なものである

とみなしうる O けれども、場合によっては、オモ

ロウが叙述していない内容にも、興味深い叙述が

表れている場合があり、先行するそれらの3点の

著者の業績に対しでも再評価される価値があると

考える。また、そのうちケンシンガーが大きく評

価しているアベドンの著作についても、それだけ

ですべての歴史を網羅しているわけで、はないこと

を立証できると考える。よって、本稿においては、

検討対象文献をこれらの 5点に限定するととも

に、検討する時期を、ディーザー (2008)及びケ

ンシンガー (2009)が取り上げていない歴史の発

祥期から中世までとする。

なお、本稿において取り扱う「セラビューティッ

クレクリエーション」とは、療法的効用のあるレ

クリエーションの性質や活動内容を指しており、

それらの歴史を紐解くことで、内実を明らかにし

ていくことになる。

2.歴史の発祥期におけるセラビューテイツ

クレクリ工ーションの原初形態について

の叙述

フライ他 (1972)では、特に紀元前2000年頃の

古代エジプトの寺院で、憂欝の軽減を求める「高

貴な生まれの人々」に対して「愛らしい夢見心地

の庭園と、寺院の少女によって上演された歌及び

ダンスのような要素の環境及び雰囲気の療法的可

能性が、その時代の何人かの宗教的指導者によっ

て十分に認識され、憂欝な気分の効果的な解消方

法として提供されていた」ことを例示しながら、

「司祭の何人かは、現代の環境療法の概念に精通

していたと言えよう」と述べられている則。この

ように、レクリエーションが歴史の発祥期から宗

教とも結びつき、健康回復や癒しの作用を果たし

てきたことが明らかにされている O

クラウス (1973) では、フライ他 (1972) と同f.~

に、紀元前 2000年頃のエジプトで設立された寺

院において、精神病治療のためのゲームその他の

娯楽が提供された様についての描写とともに、レ

クリエーションが歴史の発祥期から宗教とも結び

つき、健康回復や癒しの作用を果たしてきたとい

う認識において共通している。その一方で、フラ

イ他(1972)で言及されなかった歴史的事実の例

示として、次のようなことが挙げられる O クルセ

ンの明らかにした、紀元前7000年頃の旧石器時

代にも遡る、自然に発見された日光療法、水治療

法、マッサージ等の療法の起源、そしてアベドン

の明らかにした、紀元前 3000年頃の古代中国に

おける「呼吸、座位、膝立ち、横臥、立位で組み

合わされた自由な運動」ゃ、「供え物をなし、銅

織を鳴らし、爆竹を射つことによって、悪霊を驚

かすような魔術の実践」を含むような「医療道場

及ぴマッサージの様々な様式」が活用されたり、

外科医が手術の傍ら、卓上ゲームで重傷者の気を

紛らせていたこと、紀元前2世紀のインドのカシ

ミール地方のチャラカという内科医が、患者に気
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晴らしさせ、回復を促進するために玩具及びゲー

ムの活用を提唱していたこと等、アジアの国々に

おける古代文明での医療の発展において果たして

きた役割を取り上げる他、病気が悪霊の仕業とみ

なされていた原始社会において、「薬師や魔女医

師が、病気の犠牲を治癒するために意図された詳

細な儀式を実行し、この癒しの過程において、し

ばしば、芸術、ダンス、聖歌が活用された」とし

て、「南西部アメリカインデイアン」部族の風習

が挙げられている問。

アベドン (1974)では、古代エジプトにおける

寺院の描写に関しては、先行する 2点の著書と同

様の引用がみられ、健康回復や癒しの作用と宗教

との関係の深さが窺われる一方で、「古代エジプ

トの屋根板に割り込まれたゲーム盤」という人造

遺物に着目するという考古学的な視点が独特であ

る。中国及びインドに関する叙述は、クラウス

(1973)が紹介した内容をさらに詳しく描写し、

インドがチェス、双六、パックガモン、妻子の発

祥地でもあることにも触れている O さらに、メソ

ポタミア地域についても取り上げている則。

オモロウ (1976)では、「より初期における療法

的動因としてのそれら[セラピューティックレク

リエーション(筆者註)]の歴史的素描へのパー

ジニア・フライ及びエリオット・M.アベドンに、

われわれは恩義がある」と述べ、それらの研究者

の業績を踏まえていることを明確にしつつ、先行

する 3点の著書と同様、精神保健治療のために建

立された寺院の情景について初期のエジプトの書

物の叙述内容が同様に提示されている。ところが、

先行する 3点の著書とオモロウとの取り上げ方の

大きく異なるところは、ただ単にその時代におけ

る療法的効用の例とするだけでなく、それらが生

み出されるような超自然的な力にすがるしかな

かった時代的背景について科学的な解説を加え、

セラビューティックレクリエーションの対象者で

ある障害者の生存が脅かされていた過酷さととも

に、保護的視点の萌芽にも目を向けていることに

は、大いに評価されるべきであろう。クラウス

(1973)が自然に発見された療法として挙げてい

た日光、水、マッサージだけでなく、物理療法の

材料も蒸気、砂、その他と多様で、、鉱泉や温泉の

活用もまた独特で、ある Z九

けれども、古代文明の取り上げる地域を、エジ

プト及びメソポタミアに限定しており、中国やイ

ンドを取り上げていない点が惜しまれる O

カーター他 (2003)では、「療法的活動は、文明

化の始まり以来、病気や障害のある人々にケアす

るために活用されてきた。考古学者及び歴史学者

による研究は、初期の文化が温泉、マッサージや、

アヘン、ハッシッシ、サルサパリラ、アカシア、

その他様々の病気の治療における多くの薬品のよ

うな投薬を活用したことを明らかにしている」と

いう叙述のみであり、その原初形態を宗教との結

びつきよりも、自然に発見された療法に限定して

いる 2九あえて言えば、唯物論的な姿勢ではある O

3.古代ギリシャ・ローマ帝政期におけるセ

ラビューティックレクリ工ーションの青三

態についての叙述

フライ他 (1972)は、この時期について次のよ

うに述べている。古代ギリシャ・ローマにおいて

癒しの神とされたアスクレーピオス (Asclepius)

またはアイスクラーピウス (A巴sculapius)は、音

楽の神アホ。ロまたはアポロンの息子であるO その

寺院が温泉も含み、最も有名なものでは、医療と、

体育館、図書館、 1万2千の観衆への競技場、 1

万6干の収容座席のある劇場を備えたレクリエー

ションセンターの機能も担っていた。そのことは、

ヒボクラテスによる科学性の志向にもかかわら

ず、歴史の発祥期における宗教とレクリエーショ

ンとの結びつきを受け継いだものである。ユダヤ

教とキリスト教の聖書の年代記でのサウル王の楽

しい癒しの動因として、音楽の概念への初期の証

拠が提供されている。また、 2世紀のギリシャの

解剖学教師及びローマの剣闘士への内科医であっ

たガレンの功績や、陸軍と結びついた医療サービ

スや病院の整備をすすめたこと、キリスト教の興

りが、貧者及び病者のケアへの人道主義的理想、を

もたらしたことを挙げているお)。

クラウス (1973) において、フライ他 (1972)

と異なるところは、寺院の立地条件としての眺望

の良さについて述べ、ガレンの行った療法的運動

の内容を、軽い打ち合い、強打、ボール遊び、穴

掘り、潜り、重量挙げ、縄登りと具体的に挙げ、

カラカラ浴場については「最も壮大な様式におい
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て何千もの人々に使宜を図った」ものであり、

「大きな出費であった」と述べていることであ

る叱全体的には、フライ他 (1972)の域を超え

るものではない。

アベドン(1974)では、フライ他 (1972)にみら

れなかった挿話として、ギリシャの内科医メラン

パスがプロテウスの娘を走るゲームによって治療

したこと、数学者のピタゴラスが精神障害の治療

に体操及びダンスにつなげた音楽の活用を力説し

たこと、ローマにおいて実践していたギリシャの

内科医でピテュニアのアイスクレピアデスが精神

病者を人道的に治療するために日光の下で穏やか

な運動と音楽及び歌を提供したこと、ローマの内

科医ソラヌスが座骨神経痛への治療として音楽の

効果性を賞揚したこと等、見受けられる却が、

大筋の趣旨は共通している O

オモロウ (1976)では、ローマのケア制度をギ

リシャのそれと比較して、「非常に原始的で非科

学的」と指摘し、「ギリシャから引き継いだ医学

的知識を活用することに疑い深く、気が進まな

かった」という評価には興味深い。アイスクラー

ピウスの寺院の劇場の収容人数がフライ他(1972)

と異なり、 2万人となっている。キリスト教の考

えについて、各々の人間の命の尊厳に重点を置い

たものであり、レクリエーション運動の始まり以

来現れた概念であり、「社会的組織としてのキリ

スト教会は、しばしばこれらの教えをきちんと果

たすことに失敗した」ものの、「西洋民主主義社

会の心臓部」になったと評価をしている却。

カーター他 (2003)では、ギリシャ及びローマ

に共通する癒しの神への信仰がギリシャのみ一方

しか叙述されず、宗教的影響のあるギリシャにも

科学的合理性がみられ、科学性をローマが発展さ

せたという構図となっている。キリスト教会の評

価も、オモロウ (1976)における評価とは一部異

なり、「人生の価値と、科学的知識の適用によっ

て、それを保持することの望ましさを主張し、こ

れらの努力は、保健サービスを提供するために構

想された社会的組織の最も初期の形成を代表して

いる]と述べている 2九

4. 中世におけるセラビューティックレクリ

工ーションの形態についての叙述

フライ他 (1972)には、この時期についての叙

述がみられない。

クラウス(1972)では、中世及びルネサンスの

時期の問、様々な障害者、特に精神病者は、動物

のように扱われ、鎖につながれ、手柳をされ、神

の怒りを追い出すために打たれ、拷聞を受け、ま

たは怒りを鎮めるために回転ベッドや旋回する置

のような器具にかけられることになったが、例外

的にシエナの聖カタリーナ及びブリュージュにお

ける聖ヨハネ病院のような 2、3の病院において、

美しいフレスコ画法や絵画が、気晴らしを提供し、

ケアを受けている疫病者やハンセン病患者の意欲

を改善するために展示されていたことが述べられ

ている刻。

アベドン (1974)では、ベルシャの内科医の書

いた本において、音楽の療法的活用や高齢者のケ

アが考察されたこと、 1284年に完成したカイロ

のマンスール病院が噴水によって涼しくされ、司

書のいる図書館があり、軽音楽が睡眠不足を寝つ

かせるために演奏されていたというような、イス

ラム世界の医療におけるレクリエーションの活用

が挙げられている則。

オモロウ(1976)では、中世ヨーロッパにおい

ては、教会が絶大な権力を握り、内科医療は、「身

体的な治療、魔術、儀式の奇妙な混成」となった

こと、カイロのマンスール病院に代表されるイス

ラム世界における医療の発展が、十字軍を通して

ヨーロッパに拡大されたこと、 17世紀に床屋に

由来する外科医を聖職であった内科医と同等に高

めたアンプロアーズ・パレが回復期も患者にゲー

ム、音楽、読書で退屈を軽減しようと気配りした

こと、肢体不自由者及び知的障害者が宮廷の道化

として「保護」され、生計を立てる者も出てきた

ことが挙げられている則。

カーター他 (2003)では、知的障害者が宮廷の

道化になっただけでなく、独房に鎖でつながれた

「狂人」も公衆の娯楽として活用されたこと、ア

ンブロアーズ・パレの業績、教会の保健ケアの原

理による患者への健康教育の提供が今日のセラ

ピユ}ティックレクリエーションにつながってい

ることが述べられている 3])。
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5. まとめ
以上、アメリカにおいてセラピューティックレ

クリエーション研究の草創期に作成された教科書

のうちの 4点の著書それぞれと、それらの著書を

紹介しているカーター他 (2003)自体における歴

史的発展経過の叙述を、歴史の発祥期、古代ギリ

シャ・ローマ帝政期、中世の3つの時期に限定し

て比較検討してみると、そのうち最も遅く書かれ

たオモロウ(1976)も、先行する 3点の著書の叙

述内容をすべて包摂しているわけでなく、歴史的

評価として不十分である部分があるため、互いに

補いつつ、セラビューティックレクリエーション

研究の発展史を明らかにしていく意義は大きい。

本稿では、検討対象文献を限定したため、時期も

歴史の発祥期から中世までに限定された。今後は、

本稿で検討対象として除外したディーザー

(2008)やケンシンガー (2009)、その他の文献も

合わせて、現代に直結するセラビューティックレ

クリエーションの「誕生期」以降の様子について

明らかにしていきたい。
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